
(57)【要約】

【課題】

  簡便な構造で、製造コストの増大を抑制しつつ、公差

管理を容易とすることが出来る基板収納ケース構造を提

供する。

【解決手段】

  上側ケース１２及び下側ケース１３を嵌め合わせて、

筐体１１を構成すると共に、筐体１１内には、基板１が

収納される際に、少なくとも、前記上側ケース１２から

筐体１１内側に向けて一体に延設されて下端縁１２ｉを

、この基板１に当接させることにより、下側ケース１３

方向側に、基板１を押さえ付けて固定する取付リブ部１

２ｆを有する基板収納ケース構造である。

　取付リブ部１２ｆの上側ケース１２への接続部分に、

取付リブ部１２ｆを面内外方向への移動を許容して弾性

支持する周縁薄肉弾性部１２ｇが設けられている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 側 ケ ー ス 及 び 下 側 ケ ー ス を 嵌 め 合 わ せ て 筐 体 を 構 成 す る と 共 に 、 該 筐 体 内 に は 、 基 板
が 収 納 さ れ る 際 に 、 少 な く と も 、 前 記 上 側 ケ ー ス か ら 筐 体 内 側 に 向 け て 一 体 に 延 設 さ れ て
下 端 縁 を 該 基 板 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 下 側 ケ ー ス 方 向 側 に 、 該 基 板 を 押 さ え 付 け
て 固 定 す る 取 付 リ ブ 部 を 有 す る 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 取 付 リ ブ 部 の 前 記 上 側 ケ ー ス へ の 接 続 部 分 に 、 該 取 付 リ ブ 部 を 面 内 外 方 向 へ の 移 動
を 許 容 し て 弾 性 支 持 す る 寸 法 吸 収 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 寸 法 吸 収 部 は 、 前 記 上 側 ケ ー ス 上 面 部 の う ち 、 前 記 取 付 リ ブ 部 の 周 縁 を 薄 肉 状 と す
る 周 縁 薄 肉 弾 性 部 を 有 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 収 納 ケ ー
ス 構 造 。 　
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 と 、 前 記 基 板 の 上 面 と の 間 に は 、 前 記 基 板 の 上 面 に 対 し て 当 接
す る 位 置 を 保 持 す る 当 接 位 置 保 持 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記
載 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 。
　  
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 回 路 基 板 等 の 基 板 を 収 納 す る 電 子 部 品 収 納 ケ ー ス 等 に 用 い ら れ 、 特 に 、
車 両 の 振 動 等 に よ っ て も ガ タ 付 き を 抑 制 出 来 る 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 と し て 、 図 １ ３ に 示 す よ う な も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 等 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の よ う な 従 来 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 車 両 に 搭 載 さ
れ て 、 基 板 と し て の 電 子 回 路 基 板 １ を 収 納 す る 収 納 ケ ー ス ２ が 、 主 に 上 側 ケ ー ス ４ 及 び 下
側 ケ ー ス ５ を 嵌 め 合 わ せ て 構 成 さ れ る 筐 体 ３ を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 前 記 上 側 ケ ー ス ４ の 内 側 面 ４ ａ か ら は 、 取 付 リ ブ 部 ４ ｂ ， ４ ｂ が 一 体 に 突 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 前 記 下 側 ケ ー ス ５ の 内 側 面 ５ ａ か ら は 、 取 付 リ ブ 部 ５ ｂ ， ５ ｂ が 一 体 に 突 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の 、 前 記 上 ， 下 側 ケ ー ス ４ ， ５ の 内 側 面 ４ ａ ， ５ ａ に は 、 合 成 樹 脂 製 の
硬 質 層 ４ ｄ ， ５ ｄ が 設 け ら れ て い て 、 周 縁 部 ４ ｅ ， ５ ｅ 同 士 を 嵌 合 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 こ の 従 来 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 こ の 筐 体 ３ 内 に 、 電 子 回 路 基 板 １ が 収 納 さ
れ る 際 に 、 前 記 下 側 ケ ー ス ５ の 内 側 面 ５ ａ か ら 一 体 に 突 設 さ れ た 前 記 取 付 リ ブ 部 ５ ｂ ， ５
ｂ の 上 端 面 ５ ｃ ， ５ ｃ に 、 前 記 電 子 回 路 基 板 １ が 載 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 上 側 ケ ー ス ４ の
内 側 面 ４ ａ か ら 一 体 に 突 設 さ れ た 取 付 リ ブ 部 ４ ｂ ， ４ ｂ の 下 端 縁 ４ ｃ ， ４ ｃ が 、 こ の 電 子
回 路 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 当 接 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 下 側 ケ ー ス ５ 方 向 に 、 こ の 電 子 回 路
基 板 １ が 押 さ え 付 け ら れ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 前 記 電 子 回 路 基 板 １ を 振 動 等 に よ っ て も 、 ガ タ 付 か せ る こ と な く 、 筐 体 ３ 内
に 、 保 持 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 ま た 、 合 成 樹 脂 製 の 硬 質 層 ４ ｄ ， ５ ｄ が 、 前 記 上 ， 下 側 ケ ー ス ４ ， ５ の 内 側 面 ４ ａ ， ５
ａ に 、 設 け ら れ て い る の で 、 前 記 上 ， 下 側 ケ ー ス ４ ， ５ の 外 側 の 表 皮 部 分 を エ ラ ス ト マ 等
の 弾 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 製 材 料 に よ っ て 構 成 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ２ ２ ８ ６ ３ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ １ ０ 乃 至 ０ ０ １ ３ 、 図 １ ， 図 ２
）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 上 側 ケ ー ス ４ の 内 側 面 ４ ａ か ら 一
体 に 突 設 さ れ る 取 付 リ ブ 部 ４ ｂ ， ４ ｂ の 下 端 縁 ４ ｃ ， ４ ｃ の 位 置 寸 法 及 び 、 前 記 下 側 ケ ー
ス ５ の 内 側 面 ５ ａ か ら 一 体 に 突 設 さ れ る 取 付 リ ブ 部 ５ ｂ ， ５ ｂ の 上 端 面 ５ ｃ ， ５ ｃ の 位 置
寸 法 の 交 差 が 厳 し く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の た め 、 前 記 電 子 回 路 基 板 １ を 振 動 等 に よ っ て も 、 ガ タ 付 か せ る こ と な く 、 保 持 出 来
る が 、 こ の よ う な 公 差 管 理 は 、 寸 法 精 度 を 常 に 良 好 に す る 必 要 が あ る と 共 に 、 電 子 回 路 基
板 １ の 板 厚 公 差 に も 影 響 を 受 け て し ま う の で 、 製 造 コ ス ト が 増 大 し て し ま う 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か も 、 前 記 従 来 の 収 納 ケ ー ス ２ で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 ４ ｂ ， ５ ｂ を 、 前 記 上 ， 下 側 ケ
ー ス ４ ， ５ の 外 側 に ２ 層 構 造 と す る こ と に よ り 設 け ら れ る 表 皮 部 分 の エ ラ ス ト マ 等 の 弾 性
を 有 す る 合 成 樹 脂 製 材 料 と 同 一 材 料 に す る こ と に よ っ て 、 一 定 の 弾 性 反 力 を 得 る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の た め 、 構 造 が 複 雑 と な り 、 異 な る 合 成 樹 脂 製 材 料 の ２ 層 構 造 を 形 成 す る た め に は 、
製 造 コ ス ト が 更 に 、 増 大 し て し ま う 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 簡 便 な 構 造 で 、 製 造 コ ス ト の 増 大 を 抑 制 し つ つ 、 公 差 管 理 を 容 易
と す る こ と が 出 来 る 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 上 側 ケ ー ス 及 び 下 側 ケ ー ス を 嵌 め
合 わ せ て 筐 体 を 構 成 す る と 共 に 、 該 筐 体 内 に は 、 基 板 が 収 納 さ れ る 際 に 、 少 な く と も 、 前
記 上 側 ケ ー ス か ら 筐 体 内 側 に 向 け て 一 体 に 延 設 さ れ て 下 端 縁 を 該 基 板 に 当 接 さ せ る こ と に
よ り 、 前 記 下 側 ケ ー ス 方 向 側 に 、 該 基 板 を 押 さ え 付 け て 固 定 す る 取 付 リ ブ 部 を 有 す る 基 板
収 納 ケ ー ス 構 造 で あ っ て 、 前 記 取 付 リ ブ 部 の 前 記 上 側 ケ ー ス へ の 接 続 部 分 に 、 該 取 付 リ ブ
部 を 面 内 外 方 向 へ の 移 動 を 許 容 し て 弾 性 支 持 す る 寸 法 吸 収 部 を 設 け た 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 寸 法 吸 収 部 は 、 前 記 上 側 ケ ー ス 上 面 部 の う ち
、 前 記 取 付 リ ブ 部 の 周 縁 を 薄 肉 状 と す る 周 縁 薄 肉 弾 性 部 を 有 し て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １
記 載 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 と 、 前 記 基 板 の 上 面 と の
間 に は 、 前 記 基 板 の 上 面 に 対 し て 当 接 す る 位 置 を 保 持 す る 当 接 位 置 保 持 部 が 設 け ら れ て い
る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の も の は 、 前 記 寸 法 吸 収 部 が 、 上 側 ケ ー ス の 面 内 外
方 向 に 弾 性 変 形 し て 、 寸 法 誤 差 を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 際 、 前 記 当 接 リ ブ 部 の 下 端 縁 は 、 前 記 基 板 に 対 し て 、 一 定 の 押 さ え 力 で 当 接 さ れ る
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。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の た め 、 振 動 が 、 該 筐 体 に 作 用 し て も 、 前 記 基 板 が 、 ガ タ 付 く 虞 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 寸 法 吸 収 部 で あ る 周 縁 薄 肉 弾 性 部 が 、 前 記 上
側 ケ ー ス 上 面 部 の う ち 、 前 記 取 付 リ ブ 部 の 周 縁 を 薄 肉 状 と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の た め 、 構 成 が 簡 便 で 、 従 来 の よ う に 、 異 な る 材 質 の ２ 層 成 型 品 と す る も の に 比 し て
、 例 え ば 、 １ 種 類 の 合 成 樹 脂 製 素 材 に よ っ て 、 構 成 す る こ と も で き る の で 、 製 造 コ ス ト の
上 昇 を 抑 制 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た も の は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 と 、 前 記 基 板 の 上 面 と の
間 で 、 前 記 当 接 位 置 保 持 部 が 、 前 記 基 板 の 上 面 に 対 し て 当 接 す る 位 置 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の た め 、 前 記 取 付 リ ブ 部 が 、 前 記 上 側 ケ ー ス 及 び 下 側 ケ ー ス を 嵌 め 合 わ せ て 筐 体 を 構
成 す る 際 に も 、 前 記 基 板 に 想 定 さ れ て い な い 角 度 で 干 渉 し て 、 変 形 等 を す る 虞 も 無 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 従 っ て 、 常 に 、 所 望 の 同 一 当 接 位 置 を 維 持 出 来 、 前 記 基 板 を ガ タ 付 か せ る こ と な く 、 該
筐 体 内 に 保 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 前 記 従 来 例 と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま ず 、 図 １ を 用 い て 、 こ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の よ う な 実 施
の 形 態 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 車 両 に 搭 載 さ れ て 、 基 板 と し て の 電 子 回 路 基 板 １ を 収
納 す る 収 納 ケ ー ス １ ０ が 、 上 側 ケ ー ス １ ２ の 周 縁 部 １ ２ ａ に 対 向 す る 下 側 ケ ー ス １ ３ の 周
縁 部 １ ３ ａ の 内 側 に 、 内 嵌 さ せ る よ う に 、 嵌 め 合 わ せ て 構 成 さ れ る 筐 体 １ １ を 有 し て 、 主
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の う ち 、 前 記 周 縁 部 １ ２ ａ の 下 端 縁 近 傍 外 側 面 に は 、 複 数 の 係 止 爪 部 １ ２ ｂ … が 、 間
隔 を お い て 、 各 々 外 側 に 向 け て 一 体 に 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 前 記 周 縁 部 １ ３ ａ に は 、 こ の 係 止 爪 部 １ ２ ｂ を 、 内 嵌 状 態 で 係 止 す る 複 数 の 係 止
孔 部 １ ３ ｂ … が 、 開 口 方 向 を こ の 周 縁 部 １ ３ ａ の 面 内 外 方 向 に 向 け て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 周 縁 部 １ ３ ａ 内 側 に は 、 前 記 電
子 回 路 基 板 １ の 外 周 縁 部 １ ａ を 略 全 周 に 渡 り 載 置 す る 段 部 １ ３ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 段 部 １ ３ ｃ に よ っ て 、 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２ の 周 縁 部 １ ２ ａ の 下 端 縁 １ ２ ｃ
と の 間 に 、 こ の 電 子 回 路 基 板 １ の 前 記 外 周 縁 部 １ ａ が 、 上 下 方 向 か ら 挟 持 さ れ る よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 電 子 回 路 基 板 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 樹 脂 製 の 基 板 面 部 １ ｂ の 上 ， 下 両 側 面 側 に
、 必 要 に 応 じ て 、 導 電 体 と し て の 銅 箔 層 １ ｃ ， １ ｃ が 設 け ら れ る と 共 に 、 必 要 に 応 じ て 、
こ れ ら の 各 銅 箔 層 １ ｃ ， １ ｃ の 上 に レ ジ ス ト 層 １ ｄ ， １ ｄ が 形 成 さ れ て 、 概 略 構 成 さ れ て
い る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２ の 上 面 部 １ ２ ｄ に は 、 内 側 面 １ ２ ｅ の
略 中 央 位 置 か ら 下 方 で あ る 筐 体 １ １ 内 部 空 間 方 向 に 向 け て 、 円 柱 状 の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ が
、 前 記 電 子 回 路 基 板 １ に 対 し て 垂 直 と な る よ う に 、 一 体 に 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２ の 上 面 部 １ ２ ｄ へ の 接 続 部 分 に は 、 上 面 視
円 形 の 寸 法 吸 収 部 と し て の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 １ ２ ｇ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 １ ２ ｇ は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 基 端 部 １ ２ ｈ の 周 縁 を 薄 肉 状 と
す る こ と に よ り 、 面 内 外 方 向 へ の 移 動 を 許 容 し て 弾 性 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 こ の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 １ ２ ｇ は 、 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２ の 上 面 部 １ ２ ｄ の 他 の 部 分
の 板 厚 の 約 ２ ／ ３ ～ １ ／ ２ ０ の 厚 み を 有 し て い て 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 外 形 寸 法 ｄ １
の 約 ３ 倍 ～ 約 ５ 倍 程 度 の 外 形 寸 法 ｄ ２ を 呈 し て 、 こ の 基 端 部 １ ２ ｈ の 全 周 に 一 定 の 幅 で 、
円 環 状 を 呈 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 下 端 縁 １ ２ ｉ に は 、 前 記 電 子 回 路
基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 対 し て 当 接 す る 位 置 を 保 持 す る よ う に 、 突 設 形 成 さ れ る 当 接 位 置 保 持
部 と し て の 突 起 部 １ ４ が 、 一 体 と な る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 当 接 に よ っ て 、 前 記 基 板 面 部 １ ｂ の 上 側 面 側
に 形 成 さ れ た 各 銅 箔 層 １ ｃ の 上 の レ ジ ス ト 層 １ ｄ に 、 前 記 突 起 部 １ ４ が 、 当 接 に よ り 、 一
定 深 さ ま で 入 り 込 ん で 、 凹 部 １ ｆ が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 ま ず 、 前 記 下 側 ケ ー ス １ ３ の 前 記 周 縁 部 １
３ ａ 内 側 に 略 全 周 に 渡 り 形 成 さ れ た 段 部 １ ３ ｃ に 、 前 記 電 子 回 路 基 板 １ の 外 周 縁 部 １ ａ を
上 方 か ら 係 止 さ せ る よ う に 載 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２ の 周 縁 部 １ ２ ａ を 、 下 側 ケ ー ス １ ３ の 周 縁 部 １ ３ ａ に 対 向 さ
せ て 、 こ の 下 側 ケ ー ス １ ３ の 周 縁 部 １ ３ ａ 内 側 に 、 こ の 周 縁 部 １ ２ ａ を 、 内 嵌 さ せ る よ う
に 、 嵌 め 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 際 、 前 記 周 縁 部 １ ２ ａ の 下 端 縁 近 傍 外 側 面 に 形 成 さ れ た 各 係 止 爪 部 １ ２ ｂ … が 、 前
記 周 縁 部 １ ３ ａ に 、 開 口 形 成 さ れ た 複 数 の 係 止 孔 部 １ ３ ｂ … に 各 々 係 止 さ れ て 、 こ の 内 嵌
状 態 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 下 端 縁 １ ２ ｉ に 形 成 さ れ た 突 起 部 １ ４ の 下 端 が 、 前 記
基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 当 接 す る と 、 前 記 周 縁 薄 肉 弾 性 部 １ ２ ｇ が 、 図 １ 中 二 点 鎖 線 に 示 す 位
置 若 し く は 、 図 ３ 中 に 示 す 位 置 か ら 、 図 １ 中 実 線 に 示 す よ う に 、 上 側 ケ ー ス １ ２ の 上 面 部
１ ２ ｄ の 面 内 外 方 向 に 弾 性 変 形 し て 、 寸 法 誤 差 が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 こ の 際 、 前 記 当 接 リ ブ 部 １ ４ の 下 端 縁 は 、 前 記 基 板 １ に 対 し て 、 一 定 の 押 さ え 力
で 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の た め 、 振 動 が 、 こ の 筐 体 １ ０ に 作 用 し て も 、 前 記 基 板 １ が 、 筐 体 １ ０ 内 部 で ガ タ 付
く 虞 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 、 簡 便 な 構 成 で 、 上 ， 下 側 ケ ー ス １ ２ ， １ ３ 及 び 電 子 回 路 基 板 １ の 寸 法 誤 差
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を 吸 収 さ せ て 、 こ の 電 子 回 路 基 板 １ を ガ タ 付 か せ る こ と な く 、 筐 体 １ ０ 内 部 に 保 持 で き る
の で 、 各 部 品 の 寸 法 公 差 を 余 り 厳 し く 設 定 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 従 っ て 、 容 易 な 公 差 管 理 で 、 し か も 、 製 造 コ ス ト の 増 大 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 寸 法 吸 収 部 で あ る 周 縁 薄 肉 弾 性 部 １ ２ ｇ が 、 前 記 上 側
ケ ー ス １ ２ の 上 面 部 １ ２ ｄ の う ち 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 基 端 部 １ ２ ｈ の 周 縁 を 薄 肉 状
と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の た め 、 構 成 が 簡 便 で 、 例 え ば 、 １ 種 類 の 合 成 樹 脂 製 素 材 に よ っ て 、 射 出 成 形 等 を 行
う こ と に よ り 、 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 従 っ て 、 従 来 の よ う に 、 異 な る 材 質 の ２ 層 成 型 品 に よ っ て 構 成 さ れ る も の に 比 し て 、 比
較 的 安 価 に 製 造 出 来 、 製 造 コ ス ト の 上 昇 を 抑 制 出 来 る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 下 端 縁 １ ２ ｉ
に 設 け ら れ た 突 起 部 １ ４ が 、 前 記 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 塗 布 さ れ た レ ジ ス ト 層 １ ｄ の 一 部 内
ま で 、 入 り 込 ん で 、 摩 擦 力 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 、 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 対 し て 当 接 す る
位 置 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の た め 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ が 、 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２ 及 び 下 側 ケ ー ス １ ３ を 嵌 め 合
わ せ て 筐 体 １ １ が 構 成 さ れ る 際 に も 、 前 記 基 板 １ に 想 定 さ れ て い な い 直 交 し な い 角 度 で 干
渉 し て 、 倒 れ た り 或 い は 屈 曲 さ れ る 等 の 変 形 等 を す る 虞 も 無 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 従 っ て 、 常 に 、 所 望 の 同 一 当 接 位 置 を 維 持 出 来 、 前 記 基 板 １ を ガ タ 付 か せ る こ と な く 、
こ の 筐 体 １ ０ 内 に 保 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 下 端 縁 １ ２ ｉ に 設 け ら れ た 突 起 部
１ ４ が 、 先 端 の 小 さ な 面 積 で 、 前 記 電 子 回 路 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 当 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の た め 、 電 子 回 路 基 板 １ の 上 面 １ ｅ の 電 子 部 品 の 配 置 や 、 回 路 パ タ ー ン の 設 定 可 能 面
積 が 増 大 し て 、 電 子 回 路 基 板 １ の 設 計 の 自 由 度 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 し か も 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 円 柱 状 の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ が 、 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２
の 上 面 部 １ ２ ｄ に は 、 内 側 面 １ ２ ｅ の 略 中 央 位 置 か ら 下 方 で あ る 筐 体 １ １ 内 部 空 間 方 向 に
向 け て 、 １ 本 形 成 さ れ て い る の み で あ る の で 、 更 に 、 突 起 部 １ ４ が 、 前 記 電 子 回 路 基 板 １
の 上 面 １ ｅ に 当 接 さ れ る 面 積 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 際 に も 、 前 記 突 起 部 １ ４ が 、 前 記 基 板 面 部 １ ｂ の 上 側 面 側 に 形 成 さ れ た 各 銅 箔 層 １
ｃ の 上 の レ ジ ス ト 層 １ ｄ に 、 一 定 深 さ ま で 入 り 込 ん で 、 凹 部 １ ｆ が 形 成 さ れ て 、 摩 擦 抵 抗
係 数 を 増 大 さ せ る の で 、 前 記 周 縁 薄 肉 弾 性 部 １ ２ ｇ の 厚 み を 、 弾 性 変 形 可 能 な 薄 さ （ こ の
実 施 の 形 態 で は 、 前 記 上 側 ケ ー ス １ ２ の 上 面 部 １ ２ ｄ の 他 の 部 分 の 板 厚 の 約 ２ ／ ３ ～ １ ／
２ ０ の 厚 み ） と し て も 、 転 倒 や 屈 曲 等 に よ っ て 破 断 等 、 損 傷 す る 虞 が 減 少 さ れ て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 １ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 と 同 一 符 号 を
付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 １ の 上 側 ケ ー ス ２ ２ で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２
ｆ の 前 記 上 側 ケ ー ス ２ ２ の 上 面 部 ２ ２ ｄ へ の 接 続 部 分 で あ り 、 基 端 部 ２ ２ ｈ の 周 縁 に は 、
上 面 視 円 形 の 寸 法 吸 収 部 と し て の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 ２ ２ ｇ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 ２ ２ ｇ は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 基 端 部 ２ ２ ｈ の 周 縁 を 、 前 記 上
面 部 ２ ２ ｄ の 上 側 を 凹 状 と し て 薄 肉 状 と す る こ と に よ り 、 面 内 外 方 向 へ の 移 動 を 許 容 し て
、 こ の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ を 弾 性 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 １ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 １ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ 下 端
縁 の 前 記 基 板 １ の 上 面 １ ｅ へ の 当 接 に よ り 、 前 記 基 端 部 ２ ２ ｈ が 、 面 内 外 方 向 で 、 上 方 に
移 動 し て も 、 他 の 上 面 部 ２ ２ ｄ の 外 表 面 位 置 か ら 、 前 記 周 縁 薄 肉 弾 性 部 ２ ２ ｇ が 上 方 に 突
出 し な い よ う に 、 或 い は 突 出 量 を 少 な く 設 定 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 他 の 構 成 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 と 略 同 様 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す
る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ５ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ２ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態
及 び 実 施 例 １ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ２ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 上 側 ケ ー ス ３ ２
の う ち 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 前 記 上 側 ケ ー ス ３ ２ の 上 面 部 ３ ２ ｄ へ の 接 続 部 分 で あ り
基 端 部 ３ ２ ｈ の 周 縁 に は 、 上 面 視 円 形 の 寸 法 吸 収 部 と し て の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 ３ ２ ｇ が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 ３ ２ ｇ は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 基 端 部 ３ ２ ｈ の 周 縁 を 、 前 記 上
面 部 ３ ２ ｄ の 上 ， 下 側 を 各 々 凹 状 と し て 薄 肉 状 と す る こ と に よ り 、 面 内 外 方 向 へ の 移 動 を
許 容 し て 、 こ の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ を 弾 性 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 他 の 構 成 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ と 略 同 様 で あ る の で 、
説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ３ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ ， ２ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形
態 及 び 実 施 例 １ ， ２ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ３ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 上 側 ケ ー ス ４ ２
の う ち 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 前 記 上 側 ケ ー ス ４ ２ の 上 面 部 ４ ２ ｄ へ の 接 続 部 分 で あ り
基 端 部 ４ ２ ｈ の 周 縁 に は 、 上 面 視 円 形 の 寸 法 吸 収 部 と し て の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 ４ ２ ｇ が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 周 縁 薄 肉 弾 性 部 ４ ２ ｇ は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 基 端 部 ４ ２ ｈ の 周 縁 を 、 前 記 上
面 部 ４ ２ ｄ の 上 ， 下 側 を 各 々 凹 状 と し て 薄 肉 状 と す る と 共 に 、 通 常 状 態 で は 、 図 ６ 中 実 線
で 示 す 位 置 ま で 、 前 記 基 端 部 ４ ２ ｈ を 下 方 に オ フ セ ッ ト す る こ と に よ り 、 図 ６ 中 二 点 鎖 線
に 示 す 位 置 ま で 、 面 内 外 方 向 へ の 移 動 を 許 容 し て 、 白 抜 き 矢 印 に 示 す よ う な ス ト ロ ー ク 量
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を 確 保 し て 、 こ の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ を 弾 性 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
  次 に 、 こ の 実 施 例 ３ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
  通 常 状 態 で は 、 図 ６ 中 実 線 で 示 す 位 置 ま で 、 前 記 基 端 部 ４ ２ ｈ が 、 下 方 に オ フ セ ッ ト さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の た め 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ 下 端 縁 の 前 記 基 板 １ の 上 面 １ ｅ へ の 当 接 に よ り 、 前 記
基 端 部 ４ ２ ｈ が 、 面 内 外 方 向 で 、 上 方 に 移 動 す る 際 、 図 ６ 中 二 点 鎖 線 に 示 す 位 置 ま で 、 面
内 外 方 向 へ の 移 動 が 許 容 さ れ て 、 白 抜 き 矢 印 に 示 す よ う な ス ト ロ ー ク 量 を 充 分 に 確 保 出 来
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ ， ２ と 略 同 一 で あ る
の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ７ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ４ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ３ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施 の
形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ３ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ４ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 上 側 ケ ー ス ５ ２
と 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 基 端 部 １ ２ ｈ と の 接 続 部 分 で あ り 、 基 端 部 １ ２ ｈ の 周 縁 に は
、 上 面 視 円 形 の 寸 法 吸 収 部 と し て の 肉 抜 き 部 ５ ２ ｇ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の 肉 抜 き 部 ５ ２ ｇ に は 、 複 数 の 開 孔 部 ５ ２ ｉ … が 、 面 内 外 方 向 を 貫 通 す る よ う に 開 口
形 成 さ れ て い て 、 弾 性 変 形 可 能 と す る こ と に よ り 、 こ の 上 側 ケ ー ス ５ ２ の 面 内 外 方 向 へ の
移 動 す る こ と が 許 容 さ れ て 、 こ の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ が 、 弾 性 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ４ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の 実 施 例 ４ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ 下 端 縁 が 、 前 記 基 板 １
の 上 面 １ ｅ へ 当 接 す る と 、 前 記 複 数 の 開 孔 部 ５ ２ ｉ … を 、 面 内 外 方 向 へ 貫 通 す る よ う に 開
口 形 成 し た 前 記 肉 抜 き 部 ５ ２ ｇ が 、 面 内 外 方 向 へ 弾 性 変 形 し な が ら 、 前 記 基 端 部 １ ２ ｈ を
上 方 へ 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ３ と 略 同 一 で あ
る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ８ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ５ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ４ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施
の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ４ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ５ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 基 板 面 部 １
ｂ の 上 側 面 側 に 形 成 さ れ た 銅 箔 層 １ ｃ の 一 部 に 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 突 起 部 １ ４ を 挿
通 す る 開 口 １ ｋ が 形 成 さ れ て い て 、 当 接 位 置 保 持 部 と し て の 一 方 の 凹 部 １ ｇ を 構 成 し て い
る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ５ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の 実 施 例 ５ で は 、 前 記 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ｇ 内 に 、 前 記 取 付 リ ブ 部
１ ２ ｆ の 突 起 部 １ ４ が 突 入 さ れ る と 、 一 定 量 、 前 記 突 起 部 １ ４ が 、 こ の 凹 部 １ ｇ 内 に 挿 入
さ れ た 状 態 で 開 口 周 縁 に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の た め 、 更 に 、 外 れ に く く 、 前 記 所 望 の 位 置 に 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ を 固 定 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ４ と 略 同 一 で あ
る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ９ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ６ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ５ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施
の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ５ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ６ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 基 板 １ の 基
板 面 部 １ ｂ の 上 側 面 側 で 、 前 記 基 板 面 部 １ ｂ の 一 部 に 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 突 起 部 １
４ を 没 入 さ せ る 当 接 位 置 保 持 部 と し て の 凹 部 １ ｈ が 、 凹 設 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ６ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の 実 施 例 ６ で は 、 前 記 基 板 １ の 基 板 面 部 １ ｂ に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ｈ 内 に 、 前 記 取 付 リ
ブ 部 １ ２ ｆ の 突 起 部 １ ４ が 没 入 さ れ る と 、 一 定 量 、 前 記 突 起 部 １ ４ が 、 こ の 凹 部 １ ｈ 内 に
挿 入 さ れ た 状 態 で 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の た め 、 更 に 、 外 れ に く く 、 前 記 所 望 の 位 置 に 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ を 固 定 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
  他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ４ と 略 同 一 で あ
る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ７ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ６ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施
の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ６ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ７ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 基 板 １ の 基
板 面 部 １ ｂ に 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 突 起 部 １ ４ を 没 入 さ せ る 当 接 位 置 保 持 部 と し て の
挿 通 孔 １ ｉ が 、 面 内 外 方 向 に 貫 通 す る よ う に 開 口 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ７ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ の 実 施 例 ７ で は 、 前 記 基 板 １ の 基 板 面 部 １ ｂ に 形 成 さ れ た 挿 通 孔 １ ｉ 内 に 、 前 記 取 付
リ ブ 部 １ ２ ｆ の 突 起 部 １ ４ が 没 入 さ れ る と 、 一 定 量 、 前 記 突 起 部 １ ４ が 、 こ の 挿 通 孔 １ ｉ
内 に 挿 入 さ れ た 状 態 で 係 止 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 更 に 、 外 れ に く く 、 前 記 所 望 の 位 置 に 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ を 固 定 出 来 る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
  他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ６ と 略 同 一 で あ
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る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 １ １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ８ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ７ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施
の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ７ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ８ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部
２ ２ ｆ の 下 端 縁 ２ ２ ｉ に は 、 当 接 位 置 保 持 部 と し て の フ ラ ン ジ 部 ２ ２ ｇ が 、 外 径 寸 法 ｄ ３
を 、 前 記 実 施 の 形 態 の 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 外 形 寸 法 ｄ １ よ り も 大 き く 設 定 し て 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 そ し て 、 比 較 的 大 き な 当 接 面 積 を 有 す る 下 端 面 ２ ２ ｊ が 、 こ の 取 付 リ ブ 部 ２ ２ ｆ の 下 端
縁 ２ ２ ｉ に 略 水 平 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ８ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ の 実 施 例 ８ で は 、 比 較 的 大 き な 当 接 面 積 を 有 す る 下 端 面 部 ２ ２ ｉ が 、 前 記 基 板 １ の 上
面 １ ｅ に 当 接 し て 、 安 定 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の た め 、 基 板 １ に 想 定 さ れ て い な い 角 度 で 干 渉 し て 、 変 形 等 を す る 虞 が 無 く 、 し か も
、 外 れ に い の で 、 前 記 所 望 の 位 置 に 前 記 取 付 リ ブ 部 ２ ２ ｆ を 固 定 出 来 る 。
【 ０ １ １ ３ 】
  他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ７ と 略 同 一 で あ
る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 １ ２ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 実 施 例 ９ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ８ と 同 一 乃 至 均 等 な 部 分 に つ い て は 、 前 記 実 施
の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ８ と 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ま ず 、 構 成 か ら 説 明 す る と 、 こ の 実 施 例 ９ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で は 、 前 記 取 付 リ ブ 部
３ ２ ｆ が 、 上 ， 下 方 向 に 略 一 定 寸 法 の 外 径 寸 法 を 有 し て 構 成 さ れ て い る と 共 に 、 こ の 取 付
リ ブ 部 ３ ２ ｆ の 下 端 縁 ３ ２ ｉ に は 、 当 接 位 置 保 持 部 と し て 、 前 記 実 施 例 ８ の フ ラ ン ジ 部 ２
２ ｇ の 外 径 寸 法 ｄ ３ と 、 略 同 一 寸 法 と な る 外 形 寸 法 ｄ ４ を 有 す る 下 端 面 ３ ２ ｊ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 そ し て 、 比 較 的 大 き な 当 接 面 積 を 有 す る 下 端 面 ３ ２ ｊ が 、 前 記 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 当 接
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 例 ９ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 こ の 実 施 例 ９ で は 、 比 較 的 大 き な 当 接 面 積 を 有 す る 下 端 面 ３ ２ ｊ が 、 前 記 基 板 １ の 上 面
１ ｅ に 当 接 し て 、 安 定 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ の た め 、 基 板 １ に 想 定 さ れ て い な い 角 度 で 干 渉 し て 、 変 形 等 を す る 虞 が 無 く 、 し か も
、 外 れ に い の で 、 前 記 所 望 の 位 置 に 前 記 取 付 リ ブ 部 ３ ２ ｆ を 固 定 出 来 る 。
【 ０ １ ２ １ 】
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  他 の 構 成 、 及 び 作 用 効 果 に つ い て は 、 前 記 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ８ と 略 同 一 で あ
る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ９ を 詳 述 し て き た
が 、 具 体 的 な 構 成 は 、 こ の 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 １ 乃 至 ９ に 限 ら ず 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱
し な い 程 度 の 設 計 的 変 更 は 、 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 例 え ば 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 下 端 縁 １ ２
ｉ に 設 け ら れ た 突 起 部 １ ４ が 、 前 記 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 塗 布 さ れ た レ ジ ス ト 層 １ ｄ の 一 部
内 ま で 、 入 り 込 ん で 、 摩 擦 力 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 、 基 板 １ の 上 面 １ ｅ に 対 し て 当 接 す
る 位 置 が 保 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 特 に こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 レ ジ ス ト 層 １
ｄ が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で あ っ て も 、 前 記 当 接 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 下 端 縁 が 、 前 記 基 板 １ に
対 し て 、 一 定 の 押 さ え 力 で 当 接 さ れ る も の で あ る な ら ば 、 ど の よ う な 形 状 、 数 量 及 び 材 質
で 、 前 記 取 付 リ ブ 部 １ ２ ｆ の 下 端 縁 と 、 前 記 基 板 １ の 上 面 １ ｅ と の 間 を 当 接 さ せ る よ う に
し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 最 良 の 実 施 の 形 態 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 を 示 し 、 全 体 の 構 成 を 説 明 す る
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 に 設 け ら れ た 突 起 部 が
、 基 板 の 上 面 に 当 接 さ れ て い る 様 子 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ３ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ４ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 上 側 ケ ー ス の 要 部 の 構 成 を 説 明 す る 上 面 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ５ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 に 設 け ら れ た 突 起 部 と 、
基 板 と の 関 係 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ６ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 に 設 け ら れ た 突 起 部 と 、
基 板 と の 関 係 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ７ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 に 設 け ら れ た 突 起 部 と
、 基 板 と の 関 係 を 説 明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 ８ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 と 、 基 板 と の 関 係 を 説
明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 例 ９ の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 取 付 リ ブ 部 の 下 端 縁 と 、 基 板 と の 関 係 を 説
明 す る 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 例 の 基 板 収 納 ケ ー ス 構 造 で 、 全 体 の 構 成 を 説 明 す る 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ５ 】
１ 　 　 　 　 電 子 回 路 基 板 （ 基 板 ）
１ ｅ 　 　 　 上 面
１ ０ 　 　 　 収 納 ケ ー ス
１ １ 　 　 　 筐 体
１ ２ 　 　 　 上 側 ケ ー ス
寸 法 吸 収 部
　 １ ２ ｇ ， ２ ２ ｇ ， ３ ２ ｇ ， ４ ２ ｇ 　 　 周 縁 薄 肉 弾 性 部
　 ５ ２ ｇ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 肉 抜 き 部

１ ２ ｆ ， ２ ２ ｆ ， ３ ２ ｆ
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　 　 　 　 　 取 付 リ ブ 部
１ ３ 　 　 　 下 側 ケ ー ス
当 接 位 置 保 持 部
　 １ ｆ ， １ ｇ ， １ ｈ 　 凹 部
　 １ ｉ 　 　 　 　 　 　 　 挿 通 孔
　 １ ４ 　 　 　 　 　 　 　 突 起 部
　 ２ ２ ｊ ， ３ ２ ｊ 　 　 当 接 面
　

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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